薬理学試験　90分　全17枚　2007年7月19日実施

★2005年の試験とほとんど変わっていません。
1.ある生体内活性物質が生体細胞膜上の受容体を刺激して反応を惹起しているとする。生体内活性物質濃度と反応との関係につき以下の問いに答えなさい。
（1）両者の関係をプロットした曲線を用量反応曲線というが、その曲線の特徴を列挙しなさい。
（2）その曲線がもっとも急峻になる温度では、一般に50%の反応が起きている。受容体と生体内活性物質との相互関係上、この温度ではどのような現象が起きているか。

（3）ある臓器AとBとで、同一の生体内活性物質につき、上記（2）の温度がA＞Bだとする。それぞれの臓器受容体と生体内活性物質との親和性につき解ることを記載しなさい。

2.生体内活性物質が細胞内に情報を伝達するために、膜上および細胞内受容体が作用している。受容体にはその構造上、A）1回膜貫通型受容体、B）4~5回膜貫通型受容体、C）7回膜貫通型受容体、D）細胞質および核内受容体、という4つのタイプがある。以下の代表的アゴニスト（生体内活性物質）が、各々の組織（括弧内に示した）でA）からD）のどのタイプの受容体を介して反応を惹起しているのか答え、各々の受容体以降の情報伝達機構と反応について説明しなさい。
（1）アセチルコリン（骨格筋）　（2）インスリン（脂肪組織）
（3）アルドステロン（尿細管上皮）　（4）ノルアドレナリン（心筋）

（5）アセチルコリン（瞳孔括約筋）

3.自律神経系遠心路は交感および副交感神経よりなるが、それぞれ別名「血管神経」および「腸管神経」と呼ばれている。その違いを1）発生機序、2）分布、3）機能の面から簡単に説明しなさい。
4.横になって寝ている人が急に立ち上った時、心拍数を計測すると70回/分から80回/分に増加した。これについて以下の問いに答えなさい。
（1）立ち上がったことを感受するのは循環系のどの部分か。
（2）これを中枢に伝えるのはどのようなシステムか。神経名を答えること。

（3）心拍数を増加させるのに生体が用いたのは、どのシステムか。
（4）心拍数の増加を抑制しようとすれば、どのような薬物が有効か。作用部位の異なる薬物名を2つあげなさい。
（5）全身血圧も心拍数とともに上昇するが、これに関与するのは体内のどのシステムか。
（6）献血のために採血された場合には、寝たままで体位変換がない場合であっても、心拍数が増大し、立ちあがった時と同じような生体反応が見られた。この理由を簡単に説明しなさい。
（7）6）に伴って、時間あたりの尿排泄量の減少が見られた。この理由を説明しなさい。
5.オータコイドといわれるヒスタミンとプロスタグランジンについて、以下の問いに答えなさい。
A）両物質の共通の薬理作用を簡単に説明しなさい。
B）それぞれの生体内生成遊離機構を簡単に説明しなさい。

C）それぞれの関与する病態を簡単に説明しなさい。

<客観式>
［1］～［16］：2006年客観［1］～［16］とほぼ同じ。
［17］~［25］：2005年客観［1］～［9］と同じ。
